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ドローイングは美術学習における基礎的なスキルの一つとされ，入門者はこのスキルを習得する必要が

ある．本研究の目的は美術入門者のためのドローイング学習支援システムの構築である．本システムを

2012 年から専門学校の美術クラスで利用している．本稿では，美術クラスにおけるこれまでの運用から
ドローイング学習支援環境について提案する． 
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1. はじめに 
ドローイングは，美術教育における基本的な技法

と位置づけられ[1]，入門者が最初に学ぶべき内容と
される[2]．ドローイングの学習は，描いては誤りを
修正し，再び描くことを何度も繰り返しながら正し

い手法を身につけていくスキル学習である[3–6]．個
人でこの学習を行う場合，自分の癖や弱点に自ら気

付くのは困難である．そのため，美術スクールや専

門学校等に通い，指導者から直接指導を受ける形態

で学習が進められることが多い．しかしながら，美

術スクールにおいては，一人の指導者に対して複数

の学習者が指導を受けることとなる為，一人の指導

者が個々の学習者のドローイング過程に対してすべ

てを把握し指導することは困難である．  
本研究の目的は，美術入門者に対するドローイン

グ学習支援環境を構築することである．学習支援環

境をネットワーク環境に置くことで，学習者は時間

と場所に制約を受けることなく指導者からアドバイ

スや評価が得られる．ここでは，ドローイングの再

生およびドローイングプロセスモデルに基づいて学

習者のドローイング過程を解析した結果を，学習者・

指導者に提示することで，スキル獲得を促進させる

ことができる学習環境の実現を目指す．本稿では，

美術クラスにおけるこれまでの運用からドローイン

グ学習支援環境について提案する． 
 
2. ドローイング学習支援環境 
本研究におけるドローイング学習支援環境は，筆

記具としてデジタルペンを，プラットフォームとし

て LMS（Learning Management System）を利用する．
デジタルペンが記録したドローイングプロセスデー

タを LMS に蓄積し，学習者および指導者らがドロ
ーイングプロセスを閲覧できるようにする[7]．これ
により，オンラインでもオフラインの学習に近い体

験が得られる．ドローイングプロセスの再生を時間

と場所とに制約を受けずに再生ができる為，オフラ

インクラスでは難しかった，指導者が全ての学習者

への指導が可能となる．学習者は，他学習者のドロ

ーイングプロセスを閲覧することが可能となる． 
LMSに蓄積した，ドローイングプロセスデータは

2つの場面で利用される．1つ目は，ドローイングプ
ロセスビューワ（図 1）を用いた学習者および指導
者の利用であり，2 つ目はシステムによる解析と評
価である． 
オフラインクラスでは，指導者が入門者へより多

くのストロークを描くように指導する．つまり，沢

山のストロークを描くためには，対象物をよく観察

する必要があり，多くのドローイングテクニックが

必要とされるからである．しかし，鉛筆や木炭とい

った筆記具を用いたドローイングでは，学習者は，

 
図 1 ドローイングプロセスビューワ 
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感覚でしか把握できず，初心者がストローク数を意

識することは難しい．我々の提案するシステムでは，

ストローク数を提示することができ，過去のストロ

ーク数や，同じ学習グループのストローク数の平均

を提示が可能である．加えて，ドローイングプロセ

スデータを幾何的特徴から解析することにより，筆

圧の推移や線種などの提示をすることが可能である． 
 

2.1 ドローイング学習の流れ 
2012年からの評価実験[9]を踏まえ，本システムに

よるドローイング学習の流れを図 2に示す．  
1)学習者は課題に対するモチーフを構成しデジタ

ルペンでドローイングを行う．2) 学習者はドローイ
ングプロセスデータを LMS に登録する．3) 学習者
は自身のドローイングプロセスを再生しセルフレビ

ューを追加する．4) 指導者は学習者のドローイング
プロセスを再生し，学習者のドローイングプロセス

に指導コメントと評価を追加する．5) 学習者は指導
者からの指導や評価のチェックおよび他学習者のド

ローイングプロセスを再生して振り返りを行い，次

回のドローイング目標の設定をする．6) システムは，
ドローイングプロセスを元に学習者のマッチングを

行う．7) 学習者は相互評価を行う． 
この学習の流れをブレンド型学習で取り入れる場

合，2週間を目安に一連のサイクルを回す． 
 

2.2 課題設定 
課題として，モチーフを机の上に構成し，A3サイ

ズの用紙に 20分間でドローイングをする．モチーフ
には，紙箱, 紙袋とする．選択理由はドローイング学
習に適した基礎的な形状をしており，初心者にとっ

て描きやすいこと，入手しやすいからである．モチ

ーフの描画順序は，紙箱が紙袋に比べ，規則正しい

形状をしているため，最初に紙箱を複数回描き，次

に紙袋を複数回描く．複数回描くのは，ストローク

数を意識づけさせやすくするためである．時間制限

は，時間内に描ききることの意識づけおよび，ドロ

ーイングプロセスを比較しやすくするために設定し

た．なお，20分間は，初心者にあまり負担をかけな
い時間であり，ある程度のボリューム感のある絵を

描くことのできる時間として設定した． 

3. ブレンド型学習での活用 
2012 年から日本外国語専門学校 海外芸術大学留
学科にて“デジタルドローイング”という授業科目

でドローイング学習に活用している．この学科は１

年間でアート＆デザイン留学に必要な美術と語学の

スキル習得を目指す．入学する学生の多くが美術入

門者であり，美術予備校や美術大学・専門学校で学

んだ学生は少ない．美術の基礎スキルの学習は前期

に実施するため，ドローイングスキルも短期間での

獲得が求められる．本学習支援環境をブレンド型学

習として授業に取り入れた．授業の実施時期と回数

は，毎年 4月から 3か月間，2週間毎に計 6回行い，
モチーフはそれぞれ 3回描いた．本ツール利用者数
は，2年間で学生 50名と指導者 3名が利用した．ド
ローイングプロセスデータは合計 297取得した． 
利用結果として，学生は自身および他学生のドロ

ーイングプロセスを再生して振り返ることで内省を

促し，ドローイングスキルの獲得が促進された．指

導者は学習者のドローイングの習得度合いをより細

かく把握することが可能になった． 
 

4. おわりに 
本稿では，本研究で提案しているドローイング学

習支援システムを用いたドローイング学習環境の提

案として学習の流れと課題設定を行った．そして，

専門学校におけるブレンド型学習の利用について報

告した．今後は，ドローイング学習支援の評価検証

を行い，ドローイングプロセスモデルを使った個人

学習支援機能の充実を図る． 
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図 2 ドローイング学習の流れ 
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